
第４学年社会科学習指導案 
           指導者  柳 原 政 輝 

Ⅰ 単元名  健康なくらしとまちづくり －ごみはどこへ－ 

 

Ⅱ 単元の指導構想 

 １ 学習指導要領に示されている指導目標及び内容  

   本単元は，学習指導要領第３学年及び第４学年の目標（１）と内容（３）に準拠して設定したもので 

  ある。 

  

 ２ 単元について 

〈教材について〉 

 本単元の学習は，廃棄物の処理

と自分たちの生活や産業との関わ

りや，ごみの処理の対策や事業が

計画的・協力的に進められている

ことを，見学や調査を通して調べ

る。そして，ごみ処理に関わる対

策や事業は地域の人々の健康な生

活の維持と向上に役立っているこ

とを考えることを主なねらいとし

ている。 

 ごみが増え続ける中で，ごみを

減らすために地域の人や処理事業

に従事する人々が，どのような工

夫や努力をしているのかを調べる

ことにより，児童一人一人がごみ

の問題をより身近な問題として捉

え，ごみを減らすために自分たち

にできることについて考え，物を

大切にする態度が養われるのでは

ないかと考える。 

 「ごみ」という目に見える具体

物を取り上げる本教材は，子ども

にとって多いに思考を刺激するも

のと考える。本教材は，生活経験

や見方・考え方の違う子どもたち

が，他者との対話を通してごみ問

題を多面的に捉えたり，自己との

対話が促され自然に自分に問いか

けたりしながら，社会とのよりよ

いかかわり方を考える上で，非常

に有効にはたらくと考える。 

〈単元の目標〉 

【関心・意欲・態度】 

・ごみ処理の様子に関心をもち， 

 地域の人々のごみ処理のため 

 の工夫や努力について進んで 

 追究しようとする。 

 

【思考・判断・表現】 

・ごみ処理の諸活動と健康な生活   

 の維持・向上との関連を考えた   

 り，地域社会の一員としてより 

 よい生活環境について考え，表 

 現したりすることができる。 

 

【技能】 

・ごみ処理の様子を調査したり， 

 見学したりするとともに，調べ 

 た過程や結果をまとめることが 

 できる。 

 

【知識・理解】 

・ごみ処理にかかわる事業や対策 

 は，計画的に進められ，自分た 

 ちの健康な生活の維持と向上に 

 役立っていることを理解するこ 

 とができる。 

〈目指す子どもの姿〉 

【関心・意欲・態度】 

・ごみの処理に関わる対策や事業 

 に関心をもち，意欲的に調べよ 

 うとする子ども。 

・地域社会の一員として，ごみの 

 減量や資源の再利用などの取組 

 に協力しようとする子ども。 

 

【思考・判断・表現】 

・ごみの処理に関わる対策や事業 

 について，学習問題や予想，学 

 習計画を考え表現することがで 

 きる子ども。 

・自分たちの健康な生活を支える 

 ごみの処理の対策や事業につい 

 て自分なりの考えをもち，ごみ 

 とのかかわり方を言語などで適 

 切に表現できる子ども。 

 

【技能】 

・見学や聞き取り調査を行った 

 り，地図や統計などの資料を活 

 用したりして，ごみ処理に関わ 

 る対策や事業について必要な情 

 報を集め，読み取ることができ 

 る子ども。 

 

【知識・理解】 

・ごみ処理の対策と事業は，自分 

 たちの生活の維持と向上に役立 

 っていることがわかる子ども。 

 

○目 標 

（１） 地域の産業や消費生活の様子，人々の健康な生活や良好な生活環境及び安全を守るための諸 

  活動について理解できるようにし，地域社会の一員としての自覚をもつようにする。 

○内 容 

 （３）地域の人々の生活にとって必要な飲料水．電気，ガスの確保や廃棄物の処理について，次の 

   ことを見学，調査したり資料を活用したりして調べ，これらの対策や事業は地域の人々の健康な 

   生活や良好な生活環境の維持と向上に役立っていることを考えるようにする。 

    ア 飲料水，電気，ガスの確保や廃棄物の処理と自分たちの生活や産業とのかかわり 

    イ これらの対策や事業は計画的，協力的に進められていること。 



  

 ３ 学習の系統（関連と発展） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 指導計画及び評価計画 

 （１）評価規準 

観点 
社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 
観察・資料活用の技能 

社会的事象についての

知識・理解 

 

 

 

 

単

元

の

評

価

規

準 

① ごみの処理に関

わる対策や事業に

関心をもち，意欲

的に調べている。 

②地域社会の一員と 

 して，ごみの減量 

 や資源の再利用な 

 どに取り組もうと 

 している。 

① ごみの処理に関わ

る対策や事業につい

て、学習問題や予想，

学習計画等を考え表

現している。 

②ごみの処理に関わる 

 対策や事業が，地域 

 の人々の健康な生活 

 や良好な生活環境の 

 維持と向上に役立っ 

 ていることを自分た 

 ちの生活と関連付け 

 て考え，適切に表現 

 している。 

① 施設・設備などを観

点に基づいて見学・

聞き取り調査を行っ

たり，地図や統計な

どの資料を活用した

りして，ごみの処理

に関わる対策や事業

について必要な情報

を集め，読み取って

いる。 

 

① ごみの処理に関わ

る対策や事業は計画

的・協力的に進めら

れていることを理解

している。 

② ごみの処理に関わ

る対策や事業が地域

の人々の健康な生活

や良好な生活環境の

維持と向上に役立っ

ていることを理解し

ている。 

③ ごみの処理と自分

たちの生活とのかか

わりを理解してい

る。 

 

〈復興教育（３つの教育的価値）との関連〉 
１ 生命や心について【いきる】 「⑦【体の健康】」との関わり 
  廃棄物の処理に関わる対策や事業が地域の人々の健康な生活や良好な生活環境の維持と向上に 
 役立っていることをとらえ，健康な生活を維持していくためにできることを主体的に考える。 
 

２ 人や地域について【かかわる】 「⑨【仲間や地域の人々とのつながり】」との関わり 

  廃棄物の処理について，地域の人々の健康な生活や良好な生活環境を守るために関係機関と地域の 

 人々が互いに協力していることや，関係機関に従事している人々や地域の人々が様々な工夫や努力をし 

 ていること，それらの諸活動は地域の人々の健康な生活や良好な生活環境の維持と向上に役立っている 

 ことを理解する。それらをもとに，増え続ける廃棄物の処理の仕方や資源としての再利用の在り方など 

 について意見や意思を交流し合う。そのとき，従事している人々の思いや願いを共有し，一人一人が廃 

 棄物の処理にかかわる社会的事象を多面的に捉えたり多角的に考えたりすることで自分の意思を明確 

 にして，それを対話を通して友だちとつき合わせることで，共通点や相違点に気づき，対立・葛藤をし 

 ながら互いの考えや支え合う大切さを感じる。 

小単元１ 
 
「水はどこから」 

小単元２ 
 
「ごみはどこへ」 

小単元１ 
 
「火事をふせぐ」 

小単元２ 
 
「交通事故をふせぐ」 

地域の人々の健康な生活や良好な生活環境及び安全を守るための諸活動の理解 
 

地域社会の一員としての自覚 

 

安全なくらしとまちづくり 健康なくらしとまちづくり 



〈資料１〉学習内容の構造図 

  

 

 

 

 

【健康なくらしとまちづくり —ごみはどこへ— 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調べて分かること】 

 

 

 

【調べること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔学習指導要領の「内容」との関連〕 
○ 内容（３） 

ア 飲料水，電気，ガスの確保や廃棄物の処理と自分たちの生活や産業とのかかわり 
イ これらの対策や事業は計画的，協力的に進められていること。 

【学習全体を通して分かること】（小単元） 
 地域の人々の健康な生活を守るために，ごみの処理に関わる対策や事業が計画的・協力的に
行われているが，ごみは無くならない。自分たちが協力して，ごみを減らす努力をすることが
必要である。 

ごみ処理の対策や事業は，わたしたちの健康な生活を維持す

るために，計画的に人々の協力を得ながら進められている。 

わたしたちは，日々の生活の
中でたくさんのごみを出して
いる。         ① 

ごみは分別され，種類ごとに，
決められた日時に収集されて
いる。         ③ 

分別されたごみは，種類ごと
に異なった方法で収集・処理
されている。      ③ 

ごみ処理にあたっては，安全
面や環境面に配慮した取り
組みが行われている。  ④ 

わたしたちの生活は，ごみ処
理に関わる人々の工夫や努
力により守られている。 ⑧ 

ごみ処理にかかる費用の増
大と，くらしやごみ処理の変
化は関係している。   ⑨ 

ごみは資源化されたり，再利
用されたりしている。⑤〜⑦ 

ごみを減らすために，地域の
人々は様々な取り組みを進
めている。       ⑩ 

わたしたちは，自分ができる
ことを進めることで，人々の
生活を維持し，向上させるこ
とができる。      ⑪ 

ごみの処理は，わたちしたち
の生活と関わりがあり，わた
したちも決まりに従ってご
みを出している。 

・学校や家庭から出されるご 

 みの量・種類 

・市全体から出されるごみの 

 量の移り変わり 

・ごみステーション  

・もやせるごみ ・収集車 

・もやせないごみ ・資源ごみ 

・ごみの出し方のきまり 

・分別処理 ・リサイクル 

・クリーンセンター ・焼却炉 

・ごみピット ・ダイオキシン 

・リサイクル事業所  

・最終処分場  

・市のごみ処理にかかる費用 
 の移り変わり 
・市から出されるごみの量の 
 移り変わり 
・ごみ処理の移り変わり 
・３Ｒ ・分別マーク 

【用語・知識】 



（３）指導計画 

過程 時 おもな学習活動 価値判断・意思決定とのかかわり 指導上の留意点・評価方法（※）・【評価規準】 

 

 

問 

 

題 

 

の 

 

把 

 

握 

１ ①  学校から出されるごみの種類について考え話し合う。 

②  学校のごみ置き場を観察し，ごみの種類や量などにつ 

 いて調べる。 

③  家から出るごみの種類や量について話し合う。 

  

  家から出るごみのしゅるいやりょうを調べよう。 

 

④ 家から出るごみを調べる計画を立てる。 

○  「ごみの処理の仕方や 

 分別のきまりについて 

 関心をもたせる」ため 

 に，「生活経験」を十分 

 に引き出すとともに，

「学校から出されるごみ 

 の種類や量の多さ」をと 

 らえさせる。 

・教室のごみ箱を観察ことにより，ごみの種類 

 に関心をもつことができるようにする。 

・量が確かめられるごみは，袋の数や本数等で 

 表現させる。 

※ 活動の様子や発言の様子から，「学校のご 

 み調べをきっかけに，家から出るごみについ 

 て関心をもとうとしているか」を評価する。 

 【関—①】 

１ ① ごみ調べの結果をもとに，多く出されたごみの種類 

 や，収集に出したごみの袋の数などについて話し合う。 

② 市全体で出されるごみの量を示すグラフをもとに分 

 かったこと，疑問に思ったことなどについて話し合う。 

 

  市から出るたくさんのごみは，どのようにしてしょ 

 りされているのだろう。 

 

③ ごみ処理の流れについて話し合い，調べる内容を明ら 

 かにする。 

 

○ 「たくさんの種類や 

 量のごみがどのように 

 して処理されているの 

 か」について問題意識を 

 もたせ，その流れや仕事 

 関係する機関や携わる 

 人などについて学習し 

 ていく計画を立てる。そ 

 のために，「家庭からの 

 ごみの量や種類，市全体 

 のごみの量が増えてい 

 ること」をとらえさせ 

 る。 

・家庭で収集に出したごみ袋の数の合計を示す 

 ことで，多くのごみが出されていることに気 

 づくことができるようにする。 

・グラフから，市全体で出されるごみの多さに 

 気づかせ，学習問題を設定する。 

・予想を黒板にまとめていき，調べる内容をと 

 らえることができるようにする。 

※ 発言の内容やノートの記述内容から，「ご 

 み処理の流れについて予想や学習計画を立 

 てることができたか」を評価する。 

 【思—①】 

 

 

 

 

 

 

問 

 

 

題 

 

 

の 

 

 

追 

 

 

究 

１ ① 各家庭のごみが集まるごみステーションの様子につ 

 いて話し合う。 

 

  ごみは，ごみステーションにどのように集められて 

 いるのだろう。 

 

② 学校の近くのごみステーションへ行き，ごみの種類 

 や量，ごみの出し方のルールなどについて調べる。 

③ ごみを収集している様子を観察し，収集車や働いて 

 いる人の様子について調べる。 

 

○ 「ごみのゆくえ」に 

 関心をもたせるととも 

 に，「ごみの出し方・集 

 め方にきまりがあるの 

 はなぜか」について考え 

 させるために，「ごみス 

 テーションの様子や表 

 示，収集車や働いている 

 人の様子，地域の人の取 

 り組み」をとらえさせ 

 る。 

・ごみの出し方のきまりに着目させ，きまりを 

 守ることの大切さに気づくことができるよ 

 うにする。 

・事前にごみ収集車がステーションに訪る時間 

 を調べておく。 

・働いている人から，集められたごみが運ばれ 

 る所を伝えてもらい次時への意欲を高める。 

※ ノートの記述内容から，「ごみの出し方の 

 きまりについて理解しているか」を評価す 

 る。【知-①】 

１  

  クリーンセンターとリサイクル事業所では，どのよ 

 うにしてごみをしょりしているのだろう。 

 

① クリーンセンターとリサイクル事業所のごみ処理の 

 様子について予想する。 

② 予想を出し合い，調べる観点を明らかにする。 

 ・施設の様子 ・ごみ処理の仕方 ・働く人の様子 

③ 見学の約束や持ち物などについて確かめる。 

 

○ もやせるごみ，もやせ 

 ないごみ，資源ごみの処 

 理の仕方について予想 

 させる中で，「環境や安 

 全に配慮していること 

 や多くの人が携わって 

 いること」を感じさせる 

 ために，「施設や設備， 

 大まかなごみ処理の手 

 順」をとらえさせる。 

・クリーンセンターは燃やせるごみ，リサイク 

 ル事業所は資源ごみと燃やせないごみを処 

 理していることを伝える。 

・予想をクリーンセンターとリサイクル事業所 

 に分けて板書し，それぞれの場所で調べる観 

 点をとらえさせるようにする。 

※ ノートの記述内容から，「ごみ処理の仕方 

 を調べる見通しをもつことができたか」を評 

 価する。【思—①】 

３  

  クリーンセンターとリサイクル事業所のごみのしょ   

 りの様子について調べよう。 

 

① 調べる観点にしたがって，ごみ処理の作業を具体的 

 に調べる。 

 

 

 

 

 

○ 「働く人たちの思い 

 や，努力や工夫の理由」 

 について考えさせるた 

 めに，「働く人のごみ処 

 理への携わり方や安全 

 ・環境面に配慮した取り 

組み」などをとらえさせ 

る。 

・機械で行っている作業と人が行っている作業 

 に気づかせるようにする。 

・安全面や環境面に配慮した取り組みに気づか 

 せる。 

※ 見学ノートの記述内容から，「ごみ処理の 

 仕方について，観点に沿って必要な情報を集 

 めることができたか」を評価する。【技-①】 

 【技—①】 

１  

  クリーンセンターとリサイクル事業所のごみしょり 

 のしかたをまとめよう。 

 

① クリーンセンターで調べたことを出し合い，燃えるご 

 みの処理の仕方についてまとめる。 

② リサイクル事業所で調べたことを出し合い，種類ご 

 とのごみの処理の仕方についてまとめる。 

③ ごみ処理の問題点，働く人たちの努力や工夫，願い 

 についてまとめる。 

○ 「ごみ処理における 

 問題点が何に起因して 

 いるのか」を考えさせる 

 ために，「具体的なごみ 

 処理の問題点や働く人 

 たちの努力や工夫，願 

 い」についてとらえさせ 

 る。 

・ごみを燃やした熱を利用し，環境に配慮して 

 いることをとらえさせる。 

・燃やせるごみの灰や，燃やせないごみを埋め 

 る最終処分場があることを確かめさせる。 

・２４時間交代で働き，ごみは１年中燃やし続 

 けられていることをとらえさせる。 

※ 発言内容や見学ノートの記述内容から， 

 「ごみ処理の仕方や問題点，働く人の努力や 

 工夫，願いについてとらえているか」を評価 

 する。【知—②】 

 

 

 

ま 

 

 

と 

 

 

め 

１ ① グラフから，市のごみ処理にかかる費用の移り変わ 

 りについて調べる。 

 

  ごみしょりにかかるひ用がふえ続けているのは， 

 なぜだろう。 

 

② 費用が増え続けている理由を話し合う。 

③ 理由を調べ，人口の増加，くらしの移り変わり，ご 

 み処理の仕方の変化との関係をとらえる。 

○ 「ごみ処理にかかる費 

 用の増大の理由」を考え 

 させるために，「人口が 

 増加していること，くら 

 しの移り変わりやごみ 

 処理の仕方の変化」を具 

 体的にとらえさせる。 

・祖父母が子どもの頃のくらしと，今のくらし 

 を比べさせる。 

・くらしの変化が費用の増大につながっている 

 ことに対する考えを発表させる。 

※ 発言内容やノートの記述内容から，「ごみ 

 処理にかかる費用の増大と，くらしやごみ処 

 理の変化との関係をとらえているか」を評価 

 する。【知-③】 

１ ① 身の回りのごみを減らすための取り組みについて話 

 し合う。 

 

  ごみを減らすために，どのような取り組みが行われ 

 ているのだろう。 

 

② 資料をもとに，市や地域，商店，工場などの取り組 

 みを調べる。 

③ 調べたことをもとに，ごみを減らす取り組みのよさ 

 について話し合う。 

 

○ 「ごみを減らすための 

 様々な取り組みのよさ」 

 について考えさせるた 

 めに，「実際に行われて 

 いる取り組みの内容と 

 その主体」を具体的にと 

 らえさせる。 

・スーパーマーケットのごみを減らす取り組み 

 を想起させる。 

・ごみを減らす取り組みのよさについて考えさ 

 せ，自分の生活を振り返るきっかけとする。 

※ 発言内容やノートの記述内容から，「ごみ 

 の減量や資源の再利用などに取り組もうと 

 しているか」を評価する。 【関—②】 

※ 発言内容やノートの記述内容から，「様々 

 なごみを減らす取り組みについて調べ，その 

 よさについて考えているか」を評価する。 

 【思—②】 



 

Ⅲ 本時の授業構想 

 １ 本時の指導 

   

  

 

１ 

 

本

時 

① ごみ処理にかかわる取り組みに対する考えを伝え合 

 う。 

 

   ごみをへらすために，自分たちはどのようなこと 

  をしていけばよいのだろう。 

 

② 埋め立て地の不足が予想されることを知り，ごみが 

 減らないことに対する問題意識をもつ。 

③ ごみを減らすため自分にできることを考える。 

④ 理由を明らかにしながら，ごみを減らすための取り 

 組みについて発表し合う。 

⑤ 話し合いをもとに，自分なりのごみを減らすための 

 取り組みを決定する。 

 

○ 「ごみを減らしていく 

 取り組みの必要性」をよ 

 り切実感をもって考え 

 させるために，「ごみ処 

 理に関わる新たな事実 

 や外国の取り組み」等を 

 とらえさせる。 

 

・掲示資料やノートなどをもとに，ごみ処理に 

 かかわる取り組みと，自分たちの生活に果た 

 す役割について確認させる。 

・新たな事実を提示することで，問題意識を高 

 めさせる。 

・出された考えを，整理して板書する。 

※ 発言内容やノートの記述内容から，「ごみ 

 処理にかかわる対策や事業をもとに，ごみを 

 減らす方法を考え，表現することができた 

 か」を評価する。【思—②】 

◆ 子ども像 

社会とのよりよいかかわり方を考える子ども 
 
 

 

◆ 授業像 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 とらえた社会的事象とその意味をもとに，自分たちの生活や社会の向上・発展を目指して，事象
に対する態度や行動を明らかにしていく子ども 

 単元の後半において，とらえた社会的事象がもつ価値や課題，事象へのかかわり方についての話
し合いを通して，事象に対してとるべき態度や行動を明らかにしていく授業 

社
会
的
事
象
の
価
値
や
課
題
、 

事
象
へ
の
か
か
わ
り
方
を
考
え
る 

 
 
 
５ 話し合いをもとに，ごみを減らすための 
 取り組みについて考えを見直すとともに， 
 自己の学習をふり返る。 

 

 自分の学びを見つめ直す 
ま
と
め 

 
 
 
４ 理由を明らかにしながら，ごみを減らす 
 ための取り組みについ話し合う。 
３ ごみを減らすために，自分にできること 
 を考える。 

意思決定を行う 問
題
の
追
究 

２ 学習問題を設定する。 
 
 
 
１ ごみ処理にかかわる取り組みに対する 
 個々の考えを伝え合う。 

価値判断を行う 
問
題
の
把
握 

社
会
的
事
象
と 

 

そ
の
意
味
を
と
ら
え
る 

ま
と
め 

６ 学習をふり返る。 

 
問
題
の
追
究 

５ 事象とその意味を明らかにする。 

４ 調べる。 

３ 予想，見通しをもつ。 
 

問
題
の
把
握 

２ 学習問題を設定する。 

１ 社会的事象と出会う。 

意思決定の内容とこれ

からの自分について，

話し合いをもとにして
より広い視野で書くよ

うにさせる。 

自分・家庭・学校・地

域などでどのような

ことができるのかに
ついて，根拠を明らか

にしながら話し合う

ことで，考えの妥当性
を吟味させていく。 

ごみ処理にかかわる既

習事項や生活経験，実

現・持続可能かという
視点，友だちの意見を

もとに自己の考えを再

思考させる。 

盛岡市のごみの最終
処分場が 2021 年で埋

め立て終了になるこ

と，代替地の用地確保
が進んでいない事実

を提示することによ

って，問題意識を高め
る。 



 ２ 目 標 

   ごみを減らすために，自分たちにできることを考えることができる。 

  

 ３ 評価規準 

評価の観点 評価方法と評価規準 期待する記述例 努力を要する児童への手だて 

思考・判断・

表現 

・ノートの記述内容から，「ごみ処理にか 

 かわる対策や事業をもとに，ごみを減 

 らす方法を考え，表現することができ 

 たか」を評価する。   【思-②】 

・物を買うときには，必要な 

 物だけにしたり，詰め替え 

 ができる物を買ったりし 

 たい。ごみ処理の手間や費 

 用がかからなくなるから。 

・板書のキーワードをもと 

 にふり返らせる。 

・掲示資料から前時まで学 

 習を想起させ，方法のよ 

 さに目を向けさせる。 

 

 ４ 展 開 

段階 学習活動と学習内容 分 ◆研究に関わる具体的な手だて ※評価 資 料 

 

 

 

問 

題 

の 

把 

握 

 

 

価

値

判

断

を

す

る 

1  ごみ処理の現状に対する自 
 分の考えを発表する。 
・ごみを減らしていくために，自分たち 

 も何かをしていきたい。 

・ごみ処理にかかわる人たちのおかげで 

 清潔なくらしができているので感しゃ 

 したい。 

 
 
 
 
２ 学習問題を設定する。 
 
 
 
 

10 ・掲示資料やノートを用いて，ごみの量や 
 処理費用が増えていること，それを解決 
 するための取り組みについて確認する。 
 
◆「ごみの問題やそれを解決するための取 
 り組みを知って，どんなことを考えまし 
 たか。」と発問し，市や地域などの取り組 
 みの価値を再認識させたり，ごみに関わ  
 る問題意識を高めさせたりする。 
 
 
◆盛岡市の最終処分場が２０２１年にごみ 
 でいっぱいになり埋立終了となること， 
 用地確保の問題があり代替地は全く決ま 
 っていない事実を資料で伝え，ごみを減 
 らすために自分たちが何かをしなければ 
 いけないという切実感をもたせる。 

・掲示資料 

・ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・写真「最  

 終処分場」 

・映像「リサ 

 イクル事 

 業所の人 

 の話」 

 

 

 

 

問

題

の

追

究 

 

 

 

意

思

決

定

を

す

る 

３ ごみを減らすために，自分や 
 自分たちにできることを考え 
 る。 
 
４ 理由を明らかにしながら，ご 
 みを減らすための取り組みに 
 ついて話し合う。 
【自分】 
・持ち物に名前を必ず書くようにしたい。 
 落とし物が減って，ごみを減らすこと 
 につながると思うから。 
【家庭】 
・買い物にはエコバッグを持っていくよ 
 うにしたい。みんながやれば大きくご 
 みを減らすことができると思うから。 
【学校】 
・ポスターを作り，全校にごみの今の状 
 態を知らせたい。みんなの意識が変わ 
 るから。 
【地域】 
・子ども会の資源回収の回数を増やした 
 い。リサイクルが進み，ごみを減らせ 
 るから。 

10 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・取り組む方法と，その取り組みを考えた 
 理由をノートに短くまとめさせる。 
 
 
◆取り組む方法⇒理由の順に発表させる。 
 
◆根拠の曖昧な部分を問い直したり，見方・ 

 考え方が広がるような内容を取り上げ， 

 全体で話し合ったりする。 

 
◆よりよい意思決定の一助となるように， 
 出された取り組み内容を自分，家，学校， 
 地域で類型化して板書する。 
 

・ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

 

ふ

り

返

る 

５ 本時の学習をふり返り、自分 
 の考えをまとめる。 
 

5 ・明らかになったごみを減らす取り組み， 

 友達の考えのよさ，自分の考えの変化に 

 ついてふり返らせる。 

※ノートの記述内容から，「ごみ処理にか 

 かわる対策や事業をもとに，ごみを減ら 

 す方法を考え，表現することができたか」 

 を評価する。        【思-②】 

・ノート 

 

 ごみを減らすために，自分た

ちはどのようなことをしていけ

ばよいのだろう。 


